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ア 校長 l泊 2日の宿泊研修，主題， I人間性を豊かlとする教育の推進と学校経営J。研究
発表会， 1日。

























































世界的に， school based curricul um developmentの重要性が強調されている現在，各学校の
特色ある教育課程編成についての，学校経営の視点からの研修の充実が期待される。
(6) 全員参加の組織編成
組織論としては， リーダーの強烈な指導力と構成メンバー全員の参加意欲との調和が重要だと
強調されている。乙の方向は，学校経営でも重要である。
乙のような組織論を正面から取り上げた研修が不十分である。今後幅広い講師の選定などの工
夫も必要になる。
(7) 生徒指導の経営
児童生徒の生活について，学校全体として組織的に指導することが必要である。また，学校の
内部だけでなく，保護者・地域住民・教育関係諸機関等とのネットワークを整備する ζとも必要
になってきている。このような観点からの生徒指導の経営についての研修の充実が期待される。
(8) 情報化
情報化社会の本格的到来を迎え，学校経営も情報という観点から再検討することが求められる
ようになってきている。
CMIのような発想も必要であるし，また，学校をインテリジェント化し地域の教育情報のセ
ンタ一的機能を持たせることも期待される。教育活動の充実という観点から各種の教育情報の管
理についても，管理者として十分意識しなければならない。情報公開の動きにどのように対処す
べきか等も問題である。いずれにしても，情報についての研修の充実が期待される。
(9) 施設・設備の整備
オープン・エデュケーションの考え方もしだいに広がりつつある。乙のような観点に立てば，
施設・設備をどのように有効に活用していくかも学校経営の重要な課題である。
特に， コンビュータの活用が緊急の課題になってきている現在， ~、かに設備・施設を整備する
かは重要な研修課題である。
5. 今後充実すべき研修の方法
(1) 教育委員会と校長会・教頭会の研究協議会
経営についての協議には，教育委員会の方針の徹底を図るという側面と教育委員会と学校の双
方が率誼な意見の交換を行ってよりよい方向を探るという側面との両面がある。特に，各地
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域ごとに特色のある教育活動を創出する乙とが要求されている現在， このような意見交換の機会
は研修という意味からも重要である。
(2) 学校訪問
学校経営の充実という観点から，指導主事の学校訪問の充実が図られなければならない口単lと
指導法の改善というよりは，経営的視点からの教育課程の編成・実施についての指導助言が指導
主事に期待されるのであるが，現状， このような期待におおくの指導主事は応え切れていないと
言わざるをえないであろう。
指導主事の研修の充実を図りつつ，学校経営lζ関する学校訪問を充実すべきである。
(3) 地域住民・保護者等との合同研修会
教育が，学校・教師の独占物ではなくなりつつある。このような，時代的変化に対応し，学校
経営についても，地域住民・保護者と教師がー諸に考える乙とが必要になってきている。研修も
関係者合同で実施することが有効であろう。
(4) 大学での学校経営講盛の公開
生涯学習時代を迎え，大学の機能を社会にいかに開放するかも大きな課題になってきている。
現に一部の大学で公開特別講座を試み成果を栄げつつあるが，参加についてなお十分体制が整っ
ていないし，また，受講したことの資格の取り扱いなども確定していない。 ζの点について研究
し，大学での研修の機会を拡充する必要がある。
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